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ご要望・ご意見等ございましたら、「診療所の先生方の声」として地域医療連携課までお寄せください。  
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○医師の新任（3月1日付） 

医師氏名 カナ 職名 所属・専門分野 卒年 前勤務地・備考 

古松 毅之 ﾌﾙﾏﾂ ﾀｶﾕｷ 部長 第三整形外科部長 H10 岡山大学病院 

研修会・カンファレンスのご案内 

日時・会場  名  称  演題・演者等 

令和6年3月6日 
(水) 

19：00～19：20 

岡山赤十字病院 
南館1階研修室 
(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ開催） 

第27回 
地域連携パス 
連絡会 

○脳卒中パスについて 

  岡山赤十字病院 脳卒中科部長  岩永 健 

○大腿骨頚部骨折パスについて 

       岡山赤十字病院 リウマチ関節外科部長 

(兼)リハビリテーション科副部長 髙木 徹 

令和6年3月6日 
(水) 

19：30～21：00 

岡山赤十字病院 
南館1階研修室 
(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ開催) 

第88回 
岡山赤十字病院 
病診連携研修会 

テーマ『認知症診療における病診連携』 

講演1：『これって認知症！？』 
 岡山赤十字病院 公認心理師 東郷 和美 

講演2：『岡山市地域包括支援センターより』 

 岡山市東区地域包括支援センター 認知症地域支援推進員 清原 未樹先生 

講演3：『レカネマブの登場で高まる病診連携の重要性』 

       岡山市認知症疾患医療センター センター長 

（岡山赤十字病院 精神神経科部長） 中島 誠 

生涯教育カリキュラム(1.5単位)：29認知能の障害(1.0)、4医師-患者関係とコミュニケーション(0.5) 

                                     

令和6年3月16日 
(土) 

14：00～15：30 

岡山赤十字病院 
南館1階研修室 

第22回 
岡山赤十字病院 
市民公開講座 

テーマ『前立腺がんのはなし』 

講演1：『前立腺がんの診断』 
岡山赤十字病院 泌尿器科部長 竹中 皇 

講演2：『前立腺がんの治療』 

 岡山赤十字病院 泌尿器科副部長 甲斐 誠二 ＊ポスター同封 

※ご参加にあたっては、マスクの着用・手指消毒・咳エチケットの励行など感染症予防にご協力ください。 



 

 発行 岡山赤十字病院 広報委員会 

院内Topics ニュース&報告 

  学生から社会人となり日々慣れない業務に励んでいるうち

に、あっという間に1年目が終わろうとしています。 

自身の知識不足や力不足を痛感していますが優しい上司の

方々にご指導をいただき、成長できるよう努力する毎日です。 

当初は環境に馴染めるか不安でしたが、管理栄養士の方々

のみならず、栄養課のみなさんが話しかけてくださったことで、

その不安も和らぎました。 

最近では、休憩時間にはみなさんと世間話をして楽しい時間

を過ごすことができています。 

 現在は、配膳チェックや調乳、食材の発注検収などの給食管理と、入院・外来患者様に対して集団や

個別の栄養指導、食欲不振の患者様への嗜好調査などの栄養管理を行っています。少しずつではあります

が4月当初に比べて1人で出来る業務も増えてきて、管理栄養士としてやりがいと責任を感じています。 

まだまだ未熟な私たちですが、2年目も日々学び、多くの経験を積み、微力ではございますが、管理栄養

士として患者様の力になれるよう、日々精進して参ります。今後もよろしくお願い致します。 

令和６年能登半島地震救護班第１班派遣（石川県輪島市）  
 令和６年1月1日、能登半島地震が起こりました。岡山赤十字病院では第1班として派遣されました。

活動期間は1月6日～11日までで、構成は医師2名、看護師3名、薬剤師1名、主事2名、県支部2名の

合計10名で活動しました。派遣先は輪島市で、主な活動場所は大屋小学校、大屋公民館という所でし

た。どちらも避難所になっており、小学校では約300名、公民館では約70名の方々が避難されておりま

した。今回の活動内容としては、小学校に救護所の設置を行い医療ニーズの提供、公民館の巡回診療

を主に行いました。小学校6名、公民館4名に班を分け、それぞれのニーズに合わせ活動しました。小学

校では、1日約20名の診療を行い、公民館からも数名訪れていました。救護所の設置により医療ニーズ

が高まり、避難されている方の体調の不安解消、常用薬の補充など医療面でのサポートができたと感じま

した。最初は医療的サポートがかなり乏しい状態であり、いち早く救護所を作らなければならない状態で

した。環境整備から始まり、ひとつの問題が解決するとまた問題が発生するそんな状態で活動していまし

た。数多くある問題の中、すべては解決できないまま次のチームに引き継ぎました。ですが、自分たちがで

きることすべてやれたと私は感じております。活動最終日に「岡山さんが来てくれてよかった」といっていた

だき、少しでもお役に立てたのかなと嬉しく思いました。様々な問題に直面しましたが、終わりよければす

べてよしと安心して帰院できたと思います。被災地で

は、まだまだ支援が行き届いていないところもあります。

１日でも早くすべての所に支援が行き届き、また前の日

常が戻るようチーム一同願っております。 

社会人１年生はいかがでしたか？（管理栄養士） 

大腿骨頸部骨折とポリファーマシー 

2024年2月20日～3月31日まで    にて配信中！！ ＊ポスター同封 


